
別紙２MR技術を活用した遠隔作業支援の実現

請負者 トヨタ⾃動⾞株式会社 分野 ⼯場

実証地域 愛知県豊⽥市
（トヨタ⾃動⾞貞宝⼯場） コンソーシアム

トヨタ⾃動⾞（株）、キヤノン(株)、(株)トヨタシス
テムズ、ネットワンシステムズ(株)、シャープ(株)、
(株)エイビット、(株)⽇⽴国際電気、
ノキアソリューション＆ネットワークス合同会社

地域課題等 製造物に応じた⽣産設備の変更に伴う係る事前検証等の負荷、コストの増加への対応が急務

実証概要
課題実証︓製造現場の作業者が着⽤したヘッドマウンドディスプレイ（HMD）及びMR（Mixed Reality（複合現

実））技術を活⽤した、①⽣産設備の導⼊等に係る事前検証に関する実証、②熟練技術者等の⽀援
者による現場作業者への遠隔からの指導や⽀援に関する実証

技術実証︓⼯場内におけるローカル5Gの性能評価、⼯場内の通信特性、ハンドオーバー動作の影響評価等を実施

ローカル５G等
（周波数・特⻑）

周波数︓4.7GHz帯、28GHz帯 構成︓SA構成（4.7GHz帯）、NSA構成（28GHz帯）
利⽤環境︓屋内（⼯場）

②遠隔作業⽀援︓
HMD映像を遠隔から
確認・作業⽀援

5G
RU

①⽣産設備事前検証等︓
現場の⽣産設備と設計中の設備
データ(CAD)をHMDで重ねて作
業姿勢の検証を実施

準備

※生産設備の事前検証：生産設備の入れ替えにあたっては、あらかじめ、導入する生産設備について、作業性の検証（設備の大きさや位置の確認、作業時の立ち位置等から実際の作業へ
の支障の有無）や、作業員の安全性や姿勢負荷等に関する検証作業を実施。

• 現状、MRを使った⽣産設備の事前検証※を⾏う際は、有線での検証となって
いることから、ケーブル⻑に限界があり、移動範囲や検証範囲に制限がある。ま
た、安全確保の観点からケーブルの取回し、機材の移動に係る⼈員確保の課
題がある。


